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表紙の解説
日本海で捕らえたクロマグロの仔魚
写真撮影　長田暁子（元国際水産資源研究所　くろまぐろ資源部　くろまぐろ生物グループ）

このクロマグロの仔魚は，ふ化後12－14日，体長 5－ 7 mmで，2013年 7 月に島根県隠岐諸島の西側で
採捕されました。この時期は，まだ骨格や鰭など体の構造が未完成で，天然海域においては減耗が最も大
きいと考えられています。そのため，仔魚期の分布や餌料環境を把握して，減耗要因を解析することは，
クロマグロの資源動向を探る上でとても重要な調査となっています。
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